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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年2月20日(2012.2.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
一級および二級の飽和および不飽和のＣ１～Ｃ４０モノアルコール、ジオール、およびポ
リオールからなる群より選択される少なくとも１つのアルコールを含む原料油が、塩基性
触媒の存在下、２００～３００℃の範囲の温度でアルコール縮合反応により縮合され、縮
合生成物が、水素化脱酸素化触媒の存在下、０．１～２０ＭＰａの範囲の水素圧下、１０
０～５００℃の範囲の温度で水素化脱酸素化され、かつその後、異性化触媒の存在下、０
．１～２０ＭＰａの範囲の水素圧下、１００～５００℃の範囲の温度で水素化異性化され
ることを特徴とするベースオイルを製造する方法。
【請求項２】
原料油が、飽和のＣ４～Ｃ２４脂肪族アルコールおよびそれらの混合物からなる群より選
択される少なくとも１つのアルコールを含むことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記アルコールが、生物起源出発材料から誘導され、該出発材料が、植物油、植物ワック
スおよび植物性脂肪；動物油、動物性脂肪および動物ワックス；魚油、魚脂肪および魚ワ
ックス；食品用脂肪および油の回収物；遺伝子工学によって得られる脂肪、油およびワッ
クス；藻類および昆虫由来の油および脂肪；酸加水分解法によって糖質から製造されるア
ルデヒドおよびケトン、ならびに該出発材料の混合物からなる群より選択されることを特
徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
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縮合段階が、２４０～２６０℃の範囲の温度で行われることを特徴とする請求項１～３の
いずれかに記載の方法。
【請求項５】
塩基性触媒が、金属塩を含む共触媒と組み合わせて、アルカリおよびアルカリ土類金属の
水酸化物およびアルコキシド、ならびに金属酸化物より選択されることを特徴とする請求
項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
水素化脱酸素化が、１５０～３５０℃の範囲の温度で、１～１５ＭＰａの範囲の水素圧の
下で行われることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
水素化脱酸素化触媒が、担持された、元素周期系の第ＶＩＩＩ族または第ＶＩＡ族の金属
からなる群より選択される少なくとも１つの成分を含むことを特徴とする請求項１～６の
いずれかに記載の方法。
【請求項８】
前記水素化脱酸素化触媒が、活性炭、アルミナおよび／またはシリカに担持されたＰｄ、
Ｐｔ、Ｒｈ、Ｒｕ、Ｎｉ、ＮｉＭｏまたはＣｏＭｏ金属を含むことを特徴とする請求項７
記載の方法。
【請求項９】
水素化異性化が、１～１５ＭＰａの範囲の水素圧の下、２００～４００℃の範囲の温度で
行われることを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
水素化異性化触媒が、元素周期系の第ＶＩＩＩ族の金属、モレキュラーシーブを担体とと
もにまたは担体なしで含むことを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
前記元素周期系の第ＶＩＩＩ族の金属がＰｄ、ＰｔまたはＮｉ金属であることを特徴とす
る請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
前記担体がアルミナおよび／またはシリカであることを特徴とする請求項１０記載の方法
。
【請求項１３】
縮合段階の前に、前水素化が、０．１～２０ＭＰａの間の水素圧の下で、５０～４００℃
の間の温度で、水素化触媒の存在下で行われることを特徴とする請求項１～１２のいずれ
かに記載の方法。
【請求項１４】
水素化触媒が、担持された、元素周期系の第ＶＩＩＩ族および／または第ＶＩＡ族の金属
を含み、担体が、活性炭、アルミナおよび／またはシリカであることを特徴とする請求項
１３記載の方法。
【請求項１５】
前記元素周期系の第ＶＩＩＩ族および／または第ＶＩＡ族の金属が、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｒｈ、
Ｒｕ、Ｎｉ、Ｃｕ、ＣｕＣｒ、ＮｉＭｏおよびＣｏＭｏからなる群より選択されることを
特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
炭化水素または炭化水素の混合物が、原料油におよび／または製法段階で希釈液として添
加されることを特徴とする請求項１～１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
副生成物として、ディーゼル成分およびガソリン成分が製造されることを特徴とする請求
項１～１６のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
請求項１～１７のいずれかに記載の製造方法によって製造されるベースオイルであって、
前記ベースオイルが、炭素数が１８以上である分岐の炭化水素であって一またはそれ以上
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の分岐を炭化水素主鎖の中間に含む炭化水素を含み、前記ベースオイルがさらに少なくと
も９０重量％の飽和炭化水素を含み、前記ベースオイルがさらに１５重量％以下のモノナ
フテンならびに１重量％以下の融合ジナフテンおよびポリナフテンを含み、前記ベースオ
イルの粘度指数が１２０より高く、ベースオイルが生物起源であり、かつ少なくとも６０
重量％の飽和炭化水素が、５炭素以下の炭素数範囲の幅を有することを特徴とするベース
オイル。
【請求項１９】
ベースオイルが、少なくとも９５重量％の飽和炭化水素を含み、かつ少なくとも７５重量
％の飽和炭化水素が３炭素以下の炭素数範囲の幅を有することを特徴とする請求項１８記
載のベースオイル。
【請求項２０】
少なくとも９７重量％の飽和炭化水素を含むことを特徴とする請求項１８または１９記載
のベースオイル。
【請求項２１】
前記ベースオイルの粘度指数が、少なくとも１３０であることを特徴とする請求項１８～
２０のいずれかに記載のベースオイル。
【請求項２２】
ＡＳＴＭ Ｄ ６８６６に従って１９５０年の大気中の放射性炭素含有量を基準にして、ベ
ースオイル中の全炭素量中の14Ｃ同位体含有量が、少なくとも５０％であることを特徴と
する請求項１８～２１のいずれかに記載のベースオイル。
【請求項２３】
ＡＳＴＭ Ｄ ６８６６に従って１９５０年の大気中の放射性炭素含有量を基準にして、ベ
ースオイル中の全炭素量中の14Ｃ同位体含有量が、少なくとも９０％であることを特徴と
する請求項１８～２１のいずれかに記載のベースオイル。
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